
                                                                                    沖 ハ 協 第 1 0 6 号 
                                                                                    平成２８年 ３月 ７日 
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                    第５０回沖縄県一般ハンドボール選手権大会への参加について（依頼） 
    下記要項の通り開催致しますので、貴チームの大会参加をお取り計らい下さいますようお願い申し上げます。 
 
 
                                  開    催     要     項 
 
  主    催  沖縄県ハンドボール協会 
 
    協    賛    株式会社 モルテン 
 
１．期    日  開会式  平成２９年 ３月２６日（日）抽選会終了後行ないます 
          競技開始 平成２９年 ４月 ８日（土）午後１時３０分     ９日（日）午前９時３０分 
                        １５日（土）午後１時３０分   １６日（日）午前９時３０分 
                                          
２．会    場  浦添市民体育館、東風平運動公園体育館 
 
３．競 技 規 則  平成２９年度日本ハンドボール協会、競技規則を適用する。 
 
４．参 加 資 格  愛好する者で編成する一般チーム及び大学チーム。１部、２部、マスターズ制で試合を行い、１部

は日本協会Ａ登録をするチーム、２部はリージョナル登録及び大学登録をするチームとする（マス
ターズは別紙参照） 

 
５．競技方法及び  トーナメント方式、男女共３０分ハーフ。１，２部制で試合を行う。１部のタイムアウトは３回、 

競 技 時 間   ２部、マスターズのタイムアウトは前半１回、後半１回とする。準々決勝まで同点の時は７ｍＴ 
Ｃを行ない、準決勝は第一延長、決勝は第二延長の後、７ｍＴＣで勝敗を決定する（マスターズに 
関しては別紙参照） 

 
６．参 加 制 限  選手は２０名登録、エントリーは１６名。役員４名までとする。マスターズの部は２０名出場。 
 
７．試 合 球    日本ハンドボール協会検定球を使用する。（モルテンボール） 
 
８．参加申し込み  （１）申し込み方法  申し込みはメールで行う。電話による申し込みは受け付けない 
                （２）申し込み先      沖縄県ハンドボール協会 根路銘達也 neromett@open.ed.jp 
          （３）申し込み期日  平成２９年３月１８日（土）までとする。 
                    （４）選手の変更・追加は、４月３日（月）までに所定の用紙で提出すること。 
 
９．参 加 料  １チーム １０，０００円 
 
10．代 表 者 会 議  平成２９年３月２６日(日) 沖縄市陸上競技場会議室 
    及 び 抽 選    午前９時３０分受付、午前１０時より抽選会及び代表者会議。原則として出席しないチームの参加
          は認めない。               
 
11．表    彰  男女ともに優勝、準優勝チームに賞状を授与する。 
 
12．その他の注意  （１）一般の監督はプレーヤーと兼任する事ができる。 
   事  項   （２）各チームでスポーツ傷害保険に加入していることが望ましい。 
                    （３）審判は協会審判員を中心に組んでいきますが、試合数の多い１，２回戦については各チーム

へ審判員の要請があるので、審判をできる方の選出をお願いします。 
                    （４）施設設備を破損した場合、速やかに施設事務所・大会本部に連絡し、事後処理について話し 
             合うようお願いします。またゴミの持ち帰り等、社会人として責任ある行動をお願いします。 

              (５)男女とも１部で上位入賞したチームは、九州一般選手権（５月１３～１４日沖縄開催）およ
び日本選手権県予選の出場資格を得る（別紙参照）。出場資格を得た後の参加辞退がないよ
う、チームとしての参加意思確認を願います。 

                
  
 大 会 役 員  総務  崎原和廣 西原聖    審判委員長 仲田好邦    競技記録 外間直哉   
         情報  宮里清 伊良波梨沙 名嘉真知子 
 問 い 合 わ せ  一般担当  根路銘達也 ＴＥＬ ０９０－９４７８－４３５６ 

 



別紙資料  

 

 九州一般・女子クラブ選手権大会および日本選手権九州予選へ出場するチームについて 

 

 今回行われる一般選手権大会は、九州一般・女子クラブ選手権大会（以降、九州一般選手権）

への予選という位置づけで行われてきましたが、今年度から全日本総合選手権に替わる大会とし

て、日本選手権大会が開催されました。 

 これは、日本協会がこれまでの全日本総合の出場枠である、学生・社会人の各種大会（インカ

レ、ジャパンオープン、日本リーグ等）だけでなく、各地域で予選を行いその地域のトップチー

ムが集う大会が、真の日本一にふさわしいのではないかということで開催されました。 

 この大会への参加資格は、高校、大学、社会人、日本リーグ所属チームで、各都道府県で予選

会を行い、勝ち上がったチームが九州でさらに予選会を行い、上位チームが本戦に進むというシ

ステムになっています。 

 沖縄からもこの大会に参加することになりますが、男子は４月の一般選手権大会上位４チーム、

女子は３チームの中から日本選手権県予選に出場することが可能です。 

 協会としても、みなさんの負担過重にならないような参加振り分けを模索しておりますが、上

位チームが九州一般選手権、日本選手権九州予選に出場するという事を念頭に、チームでの周知

をお願いします。 

 

 これからの九州大会、全国大会への予選会等の流れ 

  沖縄           九州           全国大会等 

一般選手権  ⇒ 九州一般選手権 男子４チーム  ⇒ ジャパンオープン 

                 女子２チーム 

                上位推薦チーム    西日本クラブ選手権 

一般選手権 ⇒ 日本選手権県予選 ⇒ 九州予選 ⇒  日本選手権 

 



第 50 回沖縄県一般ハンドボール選手権大会マスターズの部について 
                                    

 
平成２９年 ３月 ９日 

各 チ ー ム 代 表 者 殿 
 
                                                                     沖縄県ハンドボール協会 

会 長 金 城 幸 信 
 

 
マスターズの部の趣旨 
沖縄ハンドボール界は、各カテゴリーで目覚ましい活躍を見せているが、若年層だけでなく、年齢を

重ねても仲間とハンドボールができる機会を設け、仲間や家族に往年のプレーを披露し、みんなで楽し

い時間を過ごすきっかけになることで、豊かなスポーツライフを実現し、県内ハンドボールのさらなる

発展に寄与したいと考える。 
また、マスターズの部は参加者が率先して運営に携わり、大会を盛り上げていくことを互いに確認し

て試合に臨むものとする 
 マスターズの部は、これまでの一般大会（一般選手権大会、仲田杯クラブトーナメント、総合選手権）

の中で試合を行うものとする。 
 
参加資格 
（１）年齢制限を設ける 

男子１９７７年４月１日生以前の者（今年４０歳） 
女子１９８２年４月１日生以前の者（今年３５歳） 

（２）男女とも一般の部に出場するものはマスターズの部には参加できない 
  
チーム構成 
（１）監督、役員は３名 選手２０名登録とし、審判員３名を申し込み用紙に記入する。 
（２）ユニフォームは背番号の付いたものとする。ビブス可だが、申し込みと同じ番号にすること。 
  
競技運営 
審判員、オフィシャルは各チームから出してもらい、参加者全員で運営に当たる。 

  
試合時間及び競技方法 
（１）試合時間は２０分－１０分－２０分とする 
（２）参加チーム数によりリーグおよびトーナメントを決定する 
（３）全試合、同点の場合は７ｍＴＣで勝敗を決する 
（４）タイムアウトは、各チーム前・後半 1 回ずつとする。 
  
参加料 
１チーム１００００円 
  
その他 
（１）クイックスタートは禁止とする。ただし、得点したチームが自陣へ戻るのを遅らせる 
  遅延行為については警告を与えるので注意してください。 
（２）各チーム、傷害保険への加入をお願いします。 
（３）審判の判定には素直にしたがってください。 
 


